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清
末
「
詩
界
革
命
」
起
源
の
再
検
討
（
蔡
）

一　

は
し
が
き

　

清
代
末
期
に
梁
啟
超
が
唱
え
た
「
詩
界
革
命
」
は
、
三
千
年
の
中

華
詩
史
の
最
後
の
ひ
と
調
べ
と
し
て
、
か
つ
ま
た
續
い
て
起
こ
っ
た

「
新
文
化
運
動
」
の
前
触
れ
と
し
て
、
從
來
よ
り
學
界
の
注
目
を
集

め
、
研
究
成
果
も
續
々
と
發
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
に
お
け
る
「
詩
界
革
命
」
の
起
源
に
關
す
る
考
察
は
、
そ
の

大
部
分
が
、
西
方
文
明
の
東
漸
や
一
部
の
先
行
者
に
よ
る
詩
歌
創
作

中
に
お
け
る
新
語
詞
の
運
用
な
ど
と
い
っ
た
、
中
國
國
內
の
種
々
の

事
象
に
焦
点
を
當
て
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
文
學
運
動
の
背
後
に
あ

る
「
日
本
要
素
」
に
對
す
る
關
心
は
乏
し
か
っ
た
。
管
見
の
限
り
で

は
、
五
十
四
年
前
の
許
常
安
氏
が
言
語
学
的
な
角
度
か
ら
「
詩
界
革

命
」
の
中
の
「
日
製
漢
語
」
に
言
及
し
た
論
文
の
ほ
か
に
は
、
一
言

も
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
曾
て
拙
作
「
黃
遵
憲
と
日
本
漢

詩
」
に
お
い
て
黃
遵
憲
の
「
新
派
詩
」
が
明
治
の
「
文
明
開
化
新

詩
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
論
點
は

目
新
し
い
と
言
え
る
も
の
の
、
各
種
の
現
象
の
羅
列
に
止
ま
り
、
表

面
を
な
ぞ
っ
た
の
み
で
、
深
く
追
及
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
以
上

を
鑑
み
る
と
、「
詩
界
革
命
」
の
起
源
の
日
本
と
の
關
聯
と
い
う
命

題
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
未
だ
研
究
の
空
白
部
分
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
。

　

し
か
し
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、「
詩
界
革
命
」
の
理
論

的
唱
導
者
で
あ
っ
た
梁
啟
超
が
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
た
の

は
渡
日
の
後
で
あ
り
、「
詩
界
革
命
」
の
創
作
の
代
表
者
で
あ
っ
た

黃
遵
憲
も
ま
た
、
こ
の
以
前
に
清
朝
の
駐
日
公
使
館
の
參
事
官
と
し

て
日
本
に
四
年
餘
り
居
留
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二

人
の
主
役
の
日
本
で
の
滯
在
歷
は
、
必
ず
や
研
究
者
の
關
心
を
引
き
、

そ
こ
か
ら
進
ん
で
「
詩
界
革
命
」
の
起
源
が
日
本
に
あ
る
と
い
う

①

②

清
末
「
詩
界
革
命
」
起
源
の
再
検
討

─
─
黄
遵
憲
・
梁
啓
超
の
明
治
漢
詩
と
の
関
わ
り
─
─

蔡　
　
　

 　
　

 

毅
南
山
大
學
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「
大
膽
な
假
説
」
を
產
ん
だ
は
ず
で
あ
る
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

「
慎
重
な
實
證
」（
い
ず
れ
も
胡
適
の
名
言
、「
大
膽
的
假
設
、
小
心
的
求

證
」）
を
行
っ
た
者
は
見
當
た
ら
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
學
界
が
感

性
に
缺
け
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
直
接

の
證
據
が
無
い
せ
い
で
あ
ろ
う
─
─
黃
、
梁
兩
名
の
言
葉
に
、
こ
れ

に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
一
つ
も
無
い
の
だ
。

　

周
知
の
通
り
、
梁
啟
超
は
日
本
に
亡
命
し
て
い
た
期
間
に
、
文
學

方
面
の
三
大
「
革
命
」
を
唱
え
、「
詩
界
革
命
」
の
ほ
か
、「
小
說
界

革
命
」
は
明
治
期
の
「
政
治
小
說
」
を
背
景
と
し
、
彼
が
日
本
に
亡

命
す
る
船
上
で
東
海
散
士
（
柴
四
朗
）
の
『
佳
人
之
奇
遇
』
を
譯
そ

う
と
試
み
た
こ
と
は
、
文
壇
の
佳
話
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
文
界

革
命
」
は
明
治
期
の
「
文
體
改
良
」
を
背
景
と
し
、
彼
は
更
に
明
確

に
、
德
富
蘇
峰
の
影
響
を
受
け
た
と
說
明
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

彼
は
「
畫
界
革
命
」
ま
で
唱
え
た
が
、
こ
れ
も
詩
を
贈
っ
た
鄭
秋
蕃

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
居
留
し
て
い
て
受
け
た
ヨ
ー
ロ
パ
繪
畫
の
影

響
と
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
「
革
命
」
の
中
で
、
彼
が

最
も
早
く
に
腕
を
振
り
上
げ
叫
ん
だ
「
詩
界
革
命
」
だ
け
が
、
日
本

に
つ
い
て
片
言
隻
語
す
ら
無
い
。
彼
よ
り
も
二
十
年
餘
り
早
く
來
日

し
た
黃
遵
憲
も
、
自
身
の
「
新
派
詩
」
創
作
に
言
及
す
る
時
、
日
本

方
面
か
ら
の
啟
示
に
つ
い
て
は
口
を
噤
ん
で
い
る
。
こ
の
難
題
に
向

き
合
う
時
、
當
事
者
が
「
自
供
」
し
な
い
以
上
、
解
決
し
よ
う
と
す

る
者
は
解
決
の
糸
口
を
見
付
け
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
重
要
な

命
題
が
棚
上
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
も
當
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
人
が
言
わ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
研
究
者
も

言
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
？
信
無
く
ば
立
た
ず
、

言
必
ず
據
有
り
の
原
則
に
基
づ
き
、
淺
識
を
顧
み
ず
、「
詩
界
革

命
」
の
起
源
の
明
治
漢
詩
と
の
關
り
に
つ
い
て
、
新
た
な
探
索
を
試

み
て
み
た
い
。

二　
「
詩
界
革
命
」
と
は

　

一
八
九
九
年
（
清
光
緒
二
十
五
年
、
明
治
三
十
二
年
）
十
二
月
、
梁

啓
超
は
橫
濱
か
ら
乘
船
し
て
ハ
ワ
イ
へ
向
か
う
途
中
、「
詩
界
革

命
」
に
つ
い
て
の
著
名
な
論
述
を
書
き
記
し
た
。
梁
啟
超
の
思
考
回

路
を
完
全
に
把
握
す
る
た
め
、
紙
幅
を
費
や
す
の
を
憚
ら
ず
、
關
聯

部
分
を
具
に
引
用
し
て
お
く
。

③
④

⑤

⑥
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二
十
五
日
、
風
稍
定
、
如
初
開
船
之
日
。
數
日
來
偃
臥
無
一
事
、

乃
作
詩
以
自
遣
。
余
素
不
能
詩
、
所
記
誦
古
人
之
詩
、
不
及
二
百
首
、

生
平
所
爲
詩
、
不
及
五
十
首
。
今
次
忽
發
異
興
、
兩
日
內
成
十
餘
首
、

可
謂
怪
事
。
余
雖
不
能
詩
、
然
嘗
好
論
詩
、
以
爲
詩
之
境
界
、
被
千

餘
年
來
鸚
鵡
名
士
（
余
嘗
戲
名
詞
章
家
爲
鸚
鵡
名
士
、
自
覺
過
于
尖
刻
）

占
盡
矣
。
雖
有
佳
章
佳
句
、
一
讀
之
、
似
在
某
集
中
曾
相
見
者
、
是

最
可
恨
也
。
故
今
日
不
作
詩
則
已
、
若
作
詩
、
必
爲
詩
界
之
哥
侖
布
、

瑪
賽
郎
然
後
可
。
猶
歐
洲
之
地
力
已
盡
、
生
産
過
度
、
不
能
不
求
新

地
於
阿
米
利
加
及
太
平
洋
沿
岸
也
。
欲
爲
詩
界
之
哥
侖
布
、
瑪
賽
郎
、

不
可
不
備
三
長

：

第
一
要
新
意
境
、
第
二
要
新
語
句
、
而
又
須
以
古

人
之
風
格
入
之
、
然
後
成
其
爲
詩
。
不
然
如
移
木
星
金
星
之
動
物
以

實
美
洲
、
瑰
偉
則
瑰
偉
矣
、
其
如
不
類
何
。
若
三
者
具
備
、
則
可
以

爲
二
十
世
紀
支
那
之
詩
王
矣
。
宋
明
人
善
以
印
度
之
意
境
語
句
入
詩
、

有
三
長
具
備
者
、
如
東
坡
之
「
溪
聲
便
是
廣
長
舌
、
山
色
豈
非
清
靜

身
。
夜
來
八
萬
四
千
偈
、
他
日
如
何
舉
似
人
」
之
類
、
真
覺
可
愛
、

然
此
境
至
今
日
、
又
已
成
舊
世
界
。
今
欲
易
之
、
不
可
不
求
之
於
歐

洲
。
歐
洲
之
意
境
語
句
、
甚
繁
富
而
瑋
異
、
得
之
可
以
陵
轢
千
古
、

涵
蓋
一
切
、
今
尚
未
有
其
人
也
。
時
彥
中
能
爲
詩
人
之
詩
而
銳
意
欲

造
新
國
者
、
莫
如
黃
公
度
。
其
集
中
有
今
別
離
四
首
、
又
吳
太
夫
人

壽
詩
等
、
皆
純
以
歐
洲
意
境
行
之
、
然
新
語
句
尚
少
。
蓋
由
新
語
句

與
古
風
格
常
相
背
馳
、
公
度
重
風
格
者
、
故
勉
避
之
也
。
夏
穗
卿
、

譚
復
生
皆
善
選
新
語
句
、
其
語
句
則
經
子
生
澀
語
佛
典
語
歐
洲
語
雜

用
、
頗
錯
落
可
喜
、
然
已
不
備
詩
家
之
資
格
。
試
舉
其
一
二
。（
中

略
）
鄭
西
鄕
自
言
生
平
未
嘗
作
一
詩
、
今
見
其
近
作
一
首
云

：

太
息

神
州
不
陸
浮
、
浪
從
星
海
狎
盟
鷗
。
共
和
風
月
推
君
主
、
代
表
琴
樽

唱
自
由
。
物
我
平
權
皆
偶
國
、
天
人
團
體
一
孤
舟
。
此
身
歸
納
知
何

處
、
出
世
無
機
與
化
遊
。
讀
之
不
覺
拍
案
叫
絕
、
全
首
皆
用
日
本
譯

西
書
之
語
句
、
如
共
和
、
代
表
、
自
由
、
平
權
、
團
體
、
歸
納
、
無

機
諸
語
、
皆
是
也
。
吾
近
好
以
日
本
語
句
入
文
、
見
者
已
詫
贊
其
新

異
、
而
西
鄕
乃
更
以
入
詩
、
如
天
衣
無
縫
。「
天
人
團
體
一
孤
舟
」、

亦
幾
於
詩
人
之
詩
矣
。
吾
於
是
乃
知
西
鄕
之
有
詩
才
也
。
吾
論
詩
宗

旨
大
略
如
此
。
然
以
上
所
舉
諸
家
、
皆
片
鱗
隻
甲
、
未
能
確
然
成
一

家
言
。
且
其
所
謂
歐
洲
意
境
語
句
、
多
物
質
上
瑣
碎
粗
疏
者
、
於
精

神
思
想
上
未
有
之
也
。
雖
然
、
即
以
學
界
論
之
、
歐
洲
之
真
精
神
、

真
思
想
、
尚
且
未
輸
入
中
國
、
況
於
詩
界
乎
。
此
固
不
足
怪
也
。
吾

雖
不
能
詩
、
惟
將
竭
力
輸
入
歐
洲
之
精
神
思
想
、
以
供
來
者
之
詩
料
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可
乎
。
要
之
支
那
非
有
詩
界
革
命
、
則
詩
運
殆
將
絕
、
雖
然
、
詩
運

無
絕
之
時
也
。
今
日
革
命
之
機
漸
熟
、
而
哥
侖
布
、
瑪
賽
郎
之
出
世
、

必
不
遠
矣
。
上
所
舉
者
、
皆
其
革
命
軍
月
暈
礎
潤
之
徵
也
、
夫
詩
又

其
小
焉
者
也
。

　

二
十
五
日
、
風　

稍
定
ま
り
、
初
め
て
船
を
開
く
の
日
の
如
し
。

數
日
來
偃
臥
し
一
事
無
く
、
乃
ち
詩
を
作
り
以
て
自
ら
遣
る
。
余　

素
よ
り
詩
を
能
く
せ
ず
、
記
誦
す
る
所
の
古
人
の
詩
、
二
百
首
に
及

ば
ず
、
生
平
爲
る
所
の
詩
、
五
十
首
に
及
ば
ず
。
今
次
忽
と
し
て
異

興
を
發
し
、
兩
日
の
內
に
十
餘
首
を
成
す
は
、
怪
事
と
謂
ふ
べ
し
。

余　

詩
を
能
く
せ
ず
と
雖
も
、
然
る
に
嘗
て
詩
を
論
ず
る
を
好
み
、

以
て
詩
の
境
界
と
爲
す
は
、
千
餘
年
來
鸚
鵡
名
士
（
余　

嘗
て
戲
れ

に
詞
章
家
に
名
づ
け
て
鸚
鵡
名
士
と
爲
し
、
自
ら
尖
刻
に
過
ぐ
と
覺
ゆ
）
に

占
め
盡
く
さ
れ
り
。
佳
章
佳
句
有
り
と
雖
も
、
一
た
び
之
を
讀
め
ば
、

某
集
中
に
在
り
曾
て
相
い
見
る
者
に
似
る
、
是
れ
最
も
恨
む
べ
き
な

り
。
故
に
今
日
詩
を
作
ら
ざ
れ
ば
則
ち
已
め
、
若
し
詩
を
作
れ
ば
、

必
ず
詩
界
の
哥
侖
布
、
瑪
賽
郎
爲
り
て
然
る
後
に
可
な
り
。
猶
お
歐

洲
の
地
力
已
に
盡
き
、
生
産
度
を
過
ぎ
、
新
地
を
阿
米
利
加
及
び
太

平
洋
沿
岸
に
求
め
ざ
る
能
わ
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
。
詩
界
の
哥
侖
布
、

瑪
賽
郎
爲
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
三
長
を
備
え
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
第
一

に
新
し
き
意
境
を
要
し
、
第
二
に
新
し
き
語
句
を
要
し
、
而
も
又
た

須
く
古
人
の
風
格
を
以
て
之
に
入
り
、
然
る
後
に
其
れ
詩
を
爲
る
を

成
す
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
木
星
金
星
の
動
物
を
移
し
て
以
て
美
洲
を

實
た
す
が
如
く
、
瑰
偉
な
れ
ば
則
ち
瑰
偉
な
り
、
其
れ
類
せ
ざ
る
を

如
何
せ
ん
。
若
し
三
者
具
に
備
わ
れ
ば
、
則
ち
以
て
二
十
世
紀
支
那

の
詩
王
爲
る
べ
き
か
な
。
宋
明
の
人　

善
く
印
度
の
意
境
語
句
を
以

て
詩
に
入
れ
、
三
長
の
具
に
備
う
る
者
有
り
、
東
坡
の
「
溪
聲
便
ち

是
れ
廣
長
の
舌
、
山
色
豈
に
清
靜
の
身
に
非
ざ
る
や
。
夜
來
八
萬
四

千
偈
、
他
日
如
何
に
し
て
人
に
舉
似
せ
ん
」
の
類
の
如
く
、
真
に
愛

す
べ
し
と
覺
え
、
然
る
に
此
の
境　

今
日
に
至
り
、
又
た
已
に
舊
世

界
と
成
る
。
今　

之
を
易
え
ん
と
欲
す
れ
ば
、
之
を
歐
洲
に
求
め
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
歐
洲
の
意
境
語
句
、
甚
だ
繁
富
に
し
て
瑋
異
た
り
、

之
を
得
れ
ば
以
て
千
古
を
陵
轢
し
、
一
切
を
涵
蓋
す
べ
き
も
、
今
尚

お
未
だ
其
の
人
有
ら
ざ
る
な
り
。
時
彥
の
中　

能
く
詩
人
の
詩
を
爲

し
て
銳
意　

新
國
を
造
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
黃
公
度
に
如
く
莫
し
。

其
の
集
中
に
今
別
離
四
首
、
又
た
吳
太
夫
人
壽
詩
等
有
り
、
皆
純
に
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歐
洲
意
境
を
以
て
之
を
行
い
、
然
る
に
新
し
き
語
句
は
尚
お
少
な
し
。

蓋
し
新
し
き
語
句　

古
き
風
格
と
常
に
相
背
馳
す
る
に
由
ら
ん
、
公

度
は
風
格
を
重
ん
じ
る
者
、
故
に
勉
め
て
之
を
避
く
る
な
り
。
夏
穗

卿
、
譚
復
生
皆
善
く
新
し
き
語
句
を
選
び
、
其
の
語
句
な
れ
ば
則
ち

經
子
の
生
澀
語
佛
典
語
歐
洲
語
を
雜
用
し
、
頗
る
錯
落
喜
ぶ
べ
く
、

然
る
に
已
に
詩
家
の
資
格
を
備
え
ず
。
試
み
に
其
の
一
二
を
舉
ぐ
。

（
中
略
）
鄭
西
鄕
自
ら
生
平
未
だ
嘗
て
一
詩
を
作
ら
ず
と
言
う
、
今

其
の
近
作
一
首
を
見
る
に
云
え
ら
く
、
太
息
す　

神
州　

陸
浮
せ
ず
、

浪　

星
海
に
従
い
盟
鷗
に
狎
す
。
風
月
に
共
和
し
君
主
を
推
し
、
琴

樽
を
代
表
し
唱
う
こ
と
自
由
な
り
。
物
我
平
權　

皆
偶
國
、
天
人
團

體　

一
孤
舟
。
此
の
身
を
歸
納
す
る
に　

知
る　

何
處
な
る
を
、
出

世
に
無
機
に
し
て
與
に
化
遊
す
。
之
を
讀
み
て
覺
え
ず
案
を
拍
ち
て

叫
絕
し
、
全
首
皆
日
本
の
西
書
を
譯
す
の
語
句
を
用
う
、
共
和
、
代

表
、
自
由
、
平
權
、
團
體
、
歸
納
、
無
機
の
諸
語
の
如
き
、
皆
是
な

り
。
吾　

近
ご
ろ
日
本
語
句
を
以
て
文
に
入
る
る
を
好
み
、
見
る
者

は
已
に
其
の
新
異
を
詫
贊
し
、
而
る
に
西
鄕　

乃
ち
更
に
以
て
詩
に

入
れ
、
天
衣
に
縫
無
き
が
如
し
。「
天
人
團
體
一
孤
舟
」
も
亦
た
詩

人
の
詩
に
幾
き
か
な
。
吾　

是
に
於
て
乃
ち
西
鄉
の
詩
才
有
る
を
知

る
な
り
。
吾
詩
を
論
ず
る
の
宗
旨　

大
略
此
く
の
如
し
。
然
る
に
以

上
に
舉
ぐ
る
所
の
諸
家
は
、
皆
片
鱗
隻
甲
、
未
だ
能
く
確
然
と
し
て

一
家
言
を
成
さ
ず
。
且
つ
其
の
所
謂
歐
洲
の
意
境
語
句
、
多
く
物
質

上
の
瑣
碎
粗
疏
た
る
者
は
、
精
神
思
想
上
に
於
て
未
だ
之
有
ら
ざ
る

な
り
。
然
り
と
雖
も
、
即
ち
學
界
を
以
て
之
を
論
ず
る
に
、
歐
洲
の

真
の
精
神
、
真
の
思
想
は
、
尚
お
且
く
未
だ
中
國
に
輸
入
せ
ら
れ
ず
、

況
ん
や
詩
界
に
於
て
を
や
。
此
れ
固
よ
り
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

吾　

詩
を
能
く
せ
ず
と
雖
も
、
惟
だ
將
に
力
を
竭
く
し
て
歐
洲
の
精

神
思
想
を
輸
入
し
、
以
て
來
者
の
詩
料
に
供
せ
ん
と
す
、
可
な
る
か
。

之
を
要
す
る
に
支
那　

詩
界
革
命
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
詩
運
殆

ど
將
に
絕
え
ん
と
す
、
然
り
と
雖
も
、
詩
運　

絕
ゆ
る
の
時
無
き
な

り
。
今
日　

革
命
の
機
漸
く
熟
し
、
而
し
て
哥
侖
布
、
瑪
賽
郎
の
世

に
出
づ
る
は
、
必
ず
遠
か
ら
ざ
る
か
な
。
上
に
舉
ぐ
る
所
の
者
は
、

皆
其
の
革
命
軍
の
月
暈
礎
潤
の
徵
な
り
、
夫
れ
詩
は
又
た
其
の
小
焉

な
る
者
な
り
。

�

（
梁
啓
超
「
汗
漫
錄
」、『
淸
議
報
』
三
十
五
冊
、
一
九
〇
〇
）

　

こ
の
一
段
の
要
点
（
下
線
部
）
を
抜
き
出
す
と
、
以
下
の
五
つ
の
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事
項
と
な
る
。

　

一
、
梁
啟
超
は
作
詩
を
善
く
せ
ず
、
記
誦
す
る
古
人
の
詩
も
少
な

い
と
自
稱
し
て
い
る
。
梁
啟
超
の
現
存
す
る
詩
詞
作
品
は
合
わ
せ
て

約
五
百
首
有
る
が
、
こ
の
文
を
表
し
た
時
に
は
僅
か
「
五
十
首
に
及

ば
ず
」、
し
か
し
こ
の
寥
々
た
る
少
数
の
作
品
の
中
に
、
既
に
「
詩

界
革
命
」
の
創
作
が
實
踐
さ
れ
て
お
り
、
戊
戌
變
法
以
前
、
彼
は
夏

曾
佑
、
譚
嗣
同
ら
と
共
に
「
新
學
の
詩
」
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
夏
、
譚
の
作
は
生
硬
で
牽
強
な
も
の
が
多
く
、「
已
に
詩
家
の

資
格
備
え
ず
」、
世
の
中
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

二
、
詩
を
能
く
せ
ず
と
雖
も
、
然
る
に
詩
を
論
ず
る
を
好
む
。
彼

は
中
國
の
詩
界
は
長
き
に
渡
っ
て
美
辭
麗
句
を
斷
片
的
に
取
り
扱
う

「
鸚
鵡
名
士
」
に
占
據
さ
れ
、
使
い
古
さ
れ
た
陳
腐
な
も
の
ば
か
り

で
目
新
し
さ
が
少
し
も
無
く
、
既
に
停
滯
し
た
狀
態
に
あ
っ
て
、
革

命
を
行
わ
な
け
れ
ば
滅
び
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
。

　

三
、「
詩
界
革
命
」
の
基
準
は
三
つ
有
る
。
一
つ
は
「
新
意
境
」、

即
ち
新
鮮
な
内
容
で
あ
る
。
彼
が
特
に
重
視
す
る
の
は
、「
歐
洲
意

境
」、
即
ち
欧
米
か
ら
来
た
文
明
開
化
で
あ
る
。
二
つ
目
は
「
新
語

言
」、
即
ち
清
新
な
表
現
で
あ
る
。
彼
が
特
に
強
調
す
る
の
は
、「
和

製
漢
語
」
で
あ
り
、「
吾　

近
ご
ろ
日
本
語
句
を
以
て
文
に
入
る
る

を
好
み
、
見
る
者
は
已
に
其
の
新
異
を
詫
贊
し
」、
こ
の
種
の
試
み

は
未
だ
文
を
作
る
こ
と
に
止
ま
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
鄭
西
鄕
が
こ

れ
を
「
詩
に
入
れ
」
た
よ
う
に
、
實
現
は
間
近
で
あ
っ
た
。
三
つ
目

は
「
舊
形
式
」、
即
ち
舊
體
詩
固
有
の
「
古
人
の
風
格
」
を
保
つ
こ

と
で
あ
り
、
作
品
の
見
た
目
は
な
お
傳
統
的
な
詩
歌
の
體
裁
と
樣
式

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

四
、「
詩
界
革
命
」
に
は
既
に
成
功
し
た
範
例
が
あ
り
、
代
表
的

な
作
家
は
黃
遵
憲
で
あ
る
。
梁
啟
超
は
特
に
「
今
別
離
」
四
首
を
標

榜
し
、「
銳
意　

新
國
を
造
ら
ん
と
欲
」
し
、
詩
歌
の
領
域
に
率
先

し
て
新
天
地
を
拓
い
た
と
賞
贊
し
た
。
彼
は
黃
遵
憲
の
詩
に
は
「
新

語
句
尚
お
少
な
し
」
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
新
語
句
は
舊
形
式
と

し
ば
し
ば
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
黃
遵
憲
の
意
図
的
に
回

避
し
た
手
法
に
理
解
を
示
し
た
。
實
際
に
は
黃
遵
憲
は
こ
れ
ら
の

「
新
語
句
」、
即
ち
「
和
製
漢
語
」
を
既
に
熟
知
し
て
い
た
こ
と
が
、

『
日
本
雜
事
詩
』
や
『
日
本
國
志
』
の
中
に
多
數
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

五
、「
詩
界
革
命
」
の
機
は
既
に
熟
し
て
お
り
、
傑
出
し
た
リ
ー
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ダ
ー
が
必
ず
出
現
す
る
。
梁
啟
超
は
「
詩
界
革
命
」
の
領
袖
を
自
任

し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
彼
の
聲
を
振
り
絞
り
世
の
人
の
目
を
覺
ま

さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度
に
は
、
今
の
世
に
お
い
て
自
分
が
や
ら
ね
ば

誰
に
で
き
る
か
と
い
う
氣
概
が
窺
え
る
。

　

以
上
が
梁
啟
超
の
唱
え
た
「
詩
界
革
命
」
の
主
張
の
要
點
で
あ
る
。

中
國
詩
史
を
綜
覽
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
過
去
に
斷
固
と
し
て
別
れ

を
告
げ
、
全
力
で
新
時
代
を
叫
ん
だ
宣
言
は
、
見
た
こ
と
も
聞
い
た

こ
と
も
な
い
と
言
っ
て
よ
く
、
空
前
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
恐
ら
く

は
絕
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
梁
啟
超
の
こ
の
よ
う
な
鮮
明
で
徹
底
し
た
「
詩
界
革

命
」
の
思
想
と
は
、
ど
こ
か
ら
來
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
廣
義
の

視
點
で
言
え
ば
、
彼
が
日
本
に
亡
命
し
た
後
、
多
く
の
方
面
か
ら
明

治
維
新
の
成
功
の
刺
激
を
受
け
、
中
國
も
廣
く
舊
弊
を
捨
て
革
新
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
明
治
年
間
に
流
行
し
た
「
破
壞

主
義
」
を
信
奉
し
た
こ
と
は
、
彼
の
思
想
の
變
化
に
お
け
る
一
つ
の

重
要
な
側
面
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
關
し
て
は
論
じ
な
い
。

こ
こ
で
は
狹
義
の
視
点
か
ら
、「
詩
界
革
命
」
の
主
張
の
中
に
投
影

さ
れ
た
日
本
─
─
明
治
時
代
に
お
け
る
「
文
明
開
化
新
詩
」
の
流
行

と
「
漢
詩
改
革
」
運
動
の
勃
興
に
つ
い
て
、
具
體
的
に
追
究
し
て
み

た
い
。

三　

明
治
漢
詩
壇
の
新
風

　

「
詩
界
革
命
」
の
中
で
の
黃
遵
憲
の
創
作
實
踐
と
梁
啟
超
の
理
論

的
主
張
は
、
中
國
詩
史
上
で
見
て
も
間
違
い
な
く
前
人
未
到
で
あ
り
、

長
く
閉
塞
し
て
活
氣
が
失
せ
て
い
た
詩
壇
に
一
陣
の
新
風
を
吹
き
込

ん
だ
。
し
か
し
東
の
か
た
日
本
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、
明
治
維
新

の
大
波
の
中
、
歐
米
の
風
雨
に
洗
わ
れ
、
日
本
の
漢
詩
壇
は
疾
う
に

率
先
し
て
自
己
を
改
革
し
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
の
文
學

史
と
い
う
大
河
の
「
支
流
」
が
「
主
流
」
に
先
驅
け
て
漢
詩
改
革
の

壯
大
な
波
を
卷
き
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
ず
、
創
作
の
側
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。
梁
啟
超
の
言
う
「
新
意

境
」、「
新
語
句
」
は
、
日
本
で
は
「
文
明
開
化
新
詩
」
と
呼
ば
れ
る
。

若
干
の
具
體
的
な
實
例
を
舉
げ
て
み
る
。

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
成
島
柳
北
が
歐
米
周
遊
か
ら
歸
還
し
、

『
航
西
雜
詩
』
を
出
版
し
た
が
、
詩
集
の
中
か
ら
は
西
洋
の
風
情
が

吹
き
付
け
て
來
る
よ
う
で
あ
る
。

⑦
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明
治
八
年
（
一
八
七
五
）、
森
春
濤
が
『
東
京
才
人
絕
句
』
を
編
み
、

川
田
甕
江
の
序
に
、「
昔
者
詠
物
、
花
鳥
風
月
、
而
今
則
石
室
電
機
、

滊
車
輪
船
、
耳
目
所
觸
無
一
非
新
題
目
。
…
…
森
翁
此
編
、
作
詩
史

讀
、
可
也
。
即
作
文
明
史
讀
、
亦
無
不
可
。（
昔
者　

物
を
詠
む
に
、

花
鳥
風
月
、
而
る
に
今
は
則
ち
石
室
電
機
、
滊
車
輪
船
、
耳
目
の
觸
る
る
所　

一
つ
と
し
て
新
題
目
に
非
ざ
る
無
し
。
…
…
森
翁
は
此
編
、
詩
史
を
作
り
讀

む
も
可
な
り
、
即
ち
文
明
史
を
作
り
讀
む
も
、
亦
た
不
可
無
し
。）」
文
明

を
宣
揚
す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け
て
い
る
。

　

同
年
、
森
春
濤
主
編
の
雜
誌
『
新
文
詩
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
題
名

を
わ
ざ
と
「
新
聞
紙
」
と
同
じ
音
に
し
、
漢
詩
文
が
時
代
と
と
も
に

進
化
し
、
押
し
寄
せ
て
來
る
西
洋
文
明
に
對
抗
す
る
こ
と
を
鼓
吹
し

た
。

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
宮
內
貫
一
と
平
山
果
が
編
ん
だ
『
日
本

開
化
詩
』
は
、
時
の
「
文
明
開
化
新
詩
」
の
集
大
成
と
呼
ぶ
に
値
す

る
。
目
錄
の
一
部
を
見
た
だ
け
で
も
、
開
化
進
歩
、
自
主
自
由
、
男

女
同
權
、
共
和
政
治
、
郵
便
局
、
新
聞
紙
、
電
信
機
、
鉄
道
、
瓦
斯

燈
、
蒸
氣
船
、
寫
真
、
寫
真
鏡
、
洋
品
店
等
等
、
そ
の
内
容
の
洋
風

っ
ぽ
い
物
に
溢
れ
、
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
河
口
寬
が
『
海
外
詠
史
百
絕
』
を
刊
行

し
た
が
、
作
者
に
は
外
遊
の
經
歷
が
無
く
、
こ
の
こ
と
は
、
日
本
を

一
歩
も
出
た
こ
と
の
無
い
日
本
人
も
ま
た
、
世
界
に
關
心
を
抱
い
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
黃
遵
憲
が
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
年
末
に
日
本
に

赴
く
よ
り
も
前
に
、
日
本
漢
詩
壇
の
「
文
明
開
化
新
詩
」
は
多
様
な

盛
況
振
り
を
示
し
、
明
治
の
世
が
終
わ
る
ま
で
、
こ
の
熱
氣
は
些
か

も
冷
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
黃
遵
憲
は
元
來
詩
歌
革
新
の
意
識
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
に
滯
在
し
た
四
年
餘
り
の
間
、

見
れ
ど
も
見
え
ず
、
全
く
の
無
關
心
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
以
前
に
黃
遵
憲
に
つ
い
て
論
じ
た
拙

作
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
更
に
證
據
を
補
っ
て
お
き
た
い
。

　

黃
遵
憲
は
日
本
の
現
代
詩
や
和
歌
に
つ
い
て
も
日
頃
か
ら
關
心
を

持
っ
て
お
り
、
晩
年
に
梁
啟
超
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に

言
っ
て
い
る
。

　

鼓
勇
同
行
之
歌
、
公
以
爲
妙
。
今
將
廿
四
篇
概
以
抄
呈
。
如
上
篇
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之
敢
戰
、
中
篇
之
死
戰
、
下
篇
之
旋
張
我
權
、
吾
亦
自
謂
絕
妙
也
。

此
新
體
、
擇
韻
難
、
選
聲
難
、
著
色
難
。（
日
本
所
謂
新
體
詩
何
如
？

吾
意
其
於
舊
和
歌
、
更
易
其
詞
理
耳
、
未
必
創
調
也
。
便
以
覆
我
。）
雖
然
、

願
公
等
之
拓
充
之
、
光
大
之
也
。
詩
由
『
軍
國
民
篇
』
來
、
轉
以
示

奮
翮
生
。

　

同
行
を
鼓
勇
す
る
の
歌
、
公
以
爲
え
ら
く
妙
な
り
。
今
廿
四
篇
を

將
て
概
し
て
以
て
抄
呈
す
。
上
篇
の
敢
戰
、
中
篇
の
死
戰
、
下
篇
の

旋
張
我
權
の
如
き
、
吾
も
亦
た
自
ら
謂
え
ら
く
絕
妙
な
り
。
此
の
新

體
、
韻
を
擇
ぶ
に
難
く
、
聲
を
選
ぶ
に
難
く
、
色
を
著
す
に
難
し
。

（
日
本
の
所
謂
新
體
詩
や
何
如
？　

吾　

意
え
ら
く
其
の
舊
和
歌
に
於
け
る

や
、
更
に
其
の
詞
理
を
易
う
る
の
み
、
未
だ
必
ず
し
も
調
を
創
ら
ざ
る
な
り
。

便
ち
以
て
我
に
覆
す
。）
然
り
と
雖
も
、
公
等
の
之
を
拓
充
し
、
之
を

光
大
す
る
を
願
う
な
り
。
詩
『
軍
國
民
篇
』
由
り
來
た
り
、
轉
じ
て

以
て
奮
翮
生
に
示
す
。

�

（
黃
遵
憲
致
梁
啟
超
、
一
九
〇
二
、
十
一
、
三
〇
）

　

こ
の
中
の
「
新
體
詩
」
は
、
恐
ら
く
日
本
の
現
代
の
自
由
體
詩
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
種
の
作
品
に
さ
え
留
意
し
て
い

る
の
に
、
彼
が
一
生
涯
寝
て
も
覚
め
て
も
考
え
続
け
、
心
血
を
注
い

だ
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
作
品
で
あ
っ
て
も
顧
み
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
一
方
で
書
簡
の
中
に
言
う
「
同
行
を
鼓
勇
す
る
の
歌
」
と

は
、
彼
が
蔡
鍔
（
筆
名
奮
翮
生
）
の
『
軍
國
民
篇
』
の
爲
に
作
っ
た

「
出
軍
歌
」
の
こ
と
で
、
梁
啟
超
は
曾
て
口
を
極
め
て
賞
讚
し
、

「
詩
界
革
命
」
の
極
致
で
あ
る
と
稱
し
た
。

　

往
見
黃
公
度
出
軍
歌
四
章
、
讀
之
狂
喜
、
大
有
含
笑
看
吳
鈎
之
樂
。

嘗
以
錄
入
小
說
報
第
一
號
。
頃
復
見
其
全
文
、
乃
知
共
二
十
四
首
、

凡
出
軍
、
軍
中
、
還
軍
各
八
章
、
其
章
末
一
字
、
義
取
相
屬
、
以
鼓

勇
同
行
、
敢
戰
必
勝
、
死
戰
向
前
、
縱
橫
莫
抗
、
旋
師
定
約
、
張
我

國
權
二
十
四
字
殿
焉
。
其
精
神
之
雄
壯
活
潑
、
沈
渾
深
遠
不
必
論
、

即
文
藻
亦
二
千
年
所
未
有
也
。
詩
界
革
命
之
能
事
、
至
斯
而
極
矣
。

吾
爲
一
言
以
蔽
之
曰
、
讀
此
詩
而
不
起
舞
者
、
必
非
男
子
。

　

往
に
黃
公
度
の
出
軍
歌
四
章
を
見
、
之
を
讀
み
て
狂
喜
し
、
大
い

に
笑
い
を
含
み
て
吳
鈎
を
看
る
の
樂
有
り
。
嘗
て
以
て
錄
し
て
小
說

報
第
一
號
に
入
る
。
頃
く
復
た
其
の
全
文
を
見
、
乃
ち
共
に
二
十
四

首
な
る
を
知
る
、
凡
そ
出
軍
、
軍
中
、
還
軍
各
八
章
、
其
の
章
末
一
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字
、
義
取
り
て
相
屬
し
、
鼓
勇
同
行
、
敢
戰
必
勝
、
死
戰
向
前
、
縱

橫
莫
抗
、
旋
師
定
約
、
張
我
國
權
二
十
四
字
を
以
て
殿
す
。
其
れ
精

神
の
雄
壯
活
潑
、
沈
渾
深
遠
必
ず
し
も
論
ぜ
ず
、
即
ち
文
藻
も
亦
た

二
千
年
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
。
詩
界
革
命
の
能
事
、
斯
に
至
り
て

極
ま
れ
り
。
吾
爲
に
一
言
以
て
之
を
蔽
い
て
曰
く
、
此
の
詩
を
讀
み

て
起
ち
て
舞
わ
ざ
る
者
は
、
必
ず
男
子
に
非
ず
。

�

（
梁
啓
超
『
飲
冰
室
詩
話
』）

　

蔡
鍔
の
『
軍
國
民
篇
』
は
、
日
本
が
「
獨
獲
爲
亞
洲
之
獨
立
國

（
獨
り
亞
洲
の
獨
立
國
と
爲
る
を
獲
）」
た
所
以
こ
そ
は
、
そ
の
「
尚
武

精
神
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
明
確
に
指
摘
し
、
併
せ
て
日

本
の
「
議
會
政
治
の
父
」
と
稱
え
ら
れ
る
尾
崎
行
雄
の
『
支
那
處
分

案
』
の
語
を
引
用
し
て
言
う
。「
支
那
人
系
尚
文
之
民
、
而
非
尚
武

之
民
、
系
好
利
之
民
、
而
非
好
戰
之
民
。（
支
那
人
は
尚
文
の
民
に
し

て
、
尚
武
の
民
に
非
ず
、
好
利
の
民
に
し
て
、
好
戰
の
民
に
非
ず
。）」
時

代
の
悪
弊
を
指
摘
し
て
痛
切
に
自
省
し
、
日
本
を
手
本
と
し
よ
う
と

し
た
こ
と
が
、
端
々
か
ら
窺
え
る
。
な
ら
ば
、
黃
遵
憲
は
同
樣
に
こ

の
よ
う
な
「
尚
武
精
神
」
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
に
附
記
し
て
お
く
。

　

次
に
、
理
論
の
側
面
か
ら
看
て
み
よ
う
。
色
鮮
や
か
な
創
作
の
花

は
、
必
然
的
に
豐
か
な
理
論
の
實
を
結
ぶ
。
當
時
の
日
本
漢
詩
界
に

は
「
詩
界
革
命
」
と
い
う
說
は
無
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
似
た
よ
う
な

言
い
方
、
例
え
ば
「
漢
詩
改
革
」
や
「
漢
詩
改
良
」、「
漢
詩
革
新
」

等
等
は
、
既
に
續
々
と
登
場
し
て
い
た
。

　

改
革
派
の
説　

従
来
の
漢
詩
は
大
概
作
家
自
身
の
述
懐
に
止
ま
り
、

其
資
料
の
範
囲
極
め
て
狭
小
な
る
を
以
て
、
新
意
匠
を
出
す
べ
き
餘

地
な
く
、
從
て
其
の
作
る
所
多
く
は
雕
蟲
の
末
技
た
る
を
免
れ
ず
、

新
文
明
の
空
氣
を
呼
吸
し
、
複
雜
の
事
物
に
遭
遇
す
る
今
日
か
か
る

窮
屈
な
る
範
圍
内
に
跼
蹐
し
居
り
て
は
、
到
底
明
治
の
詩
人
た
る
本

分
を
盡
す
こ
と
を
得
べ
か
ら
す
。
且
つ
漢
詩
の
田
地
は
李
杜
韓
白
を

始
め
、
古
人
既
に
開
墾
し
盡
く
し
て
復
た
餘
す
所
な
し
。
從
て
從
来

漢
詩
の
用
語
等
も
千
篇
一
律
、
陳
陳
相
因
り
、
毫
も
新
機
軸
を
出
す

こ
と
能
は
す
。
今
に
當
り
猶
舊
來
の
區
域
を
守
る
が
如
く
ん
ば
、
寧

ろ
作
ら
ざ
る
の
優
れ
る
に
如
か
ず
。
さ
れ
ば
、
今
後
苟
も
詩
人
と
し

て
世
に
立
た
ん
と
す
る
も
の
は
、
濶
大
の
眼
光
と
偉
大
の
観
念
と
を
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以
て
、
精
神
上
・
形
躰
上
共
に
舊
來
の
窠
臼
を
脱
し
、
之
が
一
大
改

良
を
行
は
さ
る
べ
か
ら
す
。
而
し
て
之
を
爲
す
に
は
從
來
の
如
く
述

懐
詩
に
偏
せ
ず
し
て
、
大
に
叙
事
詩

0

0

0

を
振
起
し
、
廣
く
通
韻
を
用
ひ

て
千
韻
貳
千
韻
を
重
ね
、
以
て
彼
西
詩
に
匹
敵
す
る
程
の
大
著
述
を

爲
す
こ
と
一
な
り
。
從
來
漢
詩
の
範
圍
に
跼
蹐
せ
ず
し
て
、
西
詩
の

材
料
趣
味
等
を
頻
に
注
入
し
て
、
詩
躰
の
新
面
目
を
開
く
こ
と
二
な

り
。
是
れ
獨
り
今
日
に
あ
り
て
必
要
な
る
の
み
な
ら
す
、
漢
詩
を
將

来
に
持
續
せ
し
む
る
に
於
て
大
に
効
あ
る
べ
き
な
り
。
且
つ
や
支
那

に
於
て
も
早
晩
詩
學
上
に
一
變
遷
を
來
す
べ
き
時
あ
る
べ
け
れ
ば
、

之
に
先
ち
て
第
一
鞭
を
着
け
ん
と
豈
我
國
民
の
名
譽
に
あ
ら
ず
や
。

或
は
曰
く
：
從
來
の
漢
詩
は
多
く
艱
澁
に
渉
り
、
殊
に
典
故

0

0

な
ど
を

多
く
用
ふ
さ
れ
は
到
底
平
民
的
文
學
と
は
な
し
が
た
し
。
今
に
當
り

之
に
放
任
せ
ば
、
將
來
漢
詩
の
命
脈
危
か
ら
ん
。
故
に
今
後
詩
を
作

ら
ん
に
は
、
宜
し
く
字
句
を
平
易
に
し
、
故
事
な
ど
は
成
る
べ
く
用

ひ
ざ
る
様
に
す
べ
し
。

�

（「
漢
詩
家
二
派
」、『
早
稲
田
文
學
』
第
六
號
、
一
八
九
一
、
十
二
）

　

こ
の
文
は
、「
從
來
漢
詩
の
用
語
等
も
千
篇
一
律
、
陳
陳
相
因
」

る
こ
と
を
銳
く
指
摘
し
、
作
ら
れ
る
も
の
が
「
多
く
は
雕
蟲
の
末

技
」
で
あ
り
、
時
勢
と
し
て
必
ず
や
「
一
大
改
良
」
が
行
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
し
て
、
中
國
本
土
に
も
遲
か
れ
早
か
れ
「
詩
學
上
に
一

變
遷
」
が
發
生
す
る
と
預
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
變
革
の
方
向
と
は
、

ま
さ
に
「
新
意
匠
」、「
新
文
明
」、「
新
機
軸
」、「
新
面
目
」、
お
よ

び
「
西
詩
の
材
料
趣
味
」
で
あ
り
、
梁
啟
超
の
「
新
意
境
」、「
新
語

句
」、
お
よ
び
「
歐
洲
意
境
」
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
な
ん
と
斯

く
も
似
通
っ
て
い
る
こ
と
か
。
實
の
と
こ
ろ
、
作
者
は
更
に
急
進
的

な
主
張
を
持
っ
て
い
る
。

　

漢
詩
家
に
長
篇
の
叙
事
詩

0

0

0

を
起
さ
ん
と
欲
し
て
漢
詩
の
舊
格
を
破

り
、
一
新
躰
を
創
作
せ
ん
と
企
つ
る
改
革
派
あ
る
由
は
已
に
前
號
の

報
道
に
於
て
語
り
た
り
き
、
其
う
ち
最
も
極
端
な
る
は
韻
・
平
仄
を

も
廢
す
べ
し
と
主
張
せ
り
と
き
け
り
。（
中
略
）	

�

　

（
第
一
）
改
革
と
は
漢
詩
の
改
革
か
は
た
國
詩
の
新
躰
を
興
さ
ん

第
一
手
段
と
し
て
漢
詩
を
改
革
せ
ん
と
す
る
か
、
い
づ
れ
ぞ
（
爰
に

國
詩
と
い
ふ
は
、
國
語
と
漢
語
と
を
混
交
し
て
作
り
た
る
律
語
を
い

ふ
）。	

�
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（
第
二
）
若
し
漢
詩
の
改
革
を
本
意
な
り
と
せ
ば
、
た
と
ひ
本
國

支
那
に
先
だ
ち
て
第
一
鞭
を
着
け
ん
こ
と
、
我
國
民
の
名
譽
な
り
と

す
る
も
（
は
た
本
國
を
凌
ぐ
こ
と
出
來
得
べ
し
と
す
る
も
）
國
詩
を

改
革
す
る
こ
と
の
急
な
る
に
比
ぶ
れ
ば
急
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。�

　

（
第
三
）
若
し
新
躰
の
國
詩
を
興
さ
ん
た
め
の
方
便
な
ら
ば
、
市

村
氏
の
い
へ
る
如
く
、
先
づ
翻
譯
に
從
事
せ
ん
こ
と
急
務
な
る
べ
し
。

即
ち
支
那
詩
を
新
躰
の
律
格
を
も
て
和
譯
し
、
若
く
は
歐
詩
を
和
譯

す
る
が
先
な
ら
ん
、
若
く
は
歐
詩
を
和
譯
せ
ん
第
一
手
段
と
し
て
之

を
漢
譯
せ
ん
が
た
め
と
な
ら
ば
、
吾
人
い
ま
だ
其
非
な
る
を
見
ず
と

い
へ
ど
も
、
轉
其
漸
進
に
過
ぎ
た
る
を
憾
ま
ざ
る
を
得
ず
。
ま
た
漢0

詩
改
革

0

0

0

と
い
ふ
名
義
の
甚
だ
當
ら
ざ
る
を
感
ず
。	

�

　

（
第
四
）
典
故

0

0

を
用
ひ
ざ
る
や
う
に
せ
よ
と
は
、
翻
譯
の
際
に
用

ふ
可
ら
ず
と
い
ふ
義
か
、
し
か
ら
ば
至
論
な
り
。
典
故
は
俗
に
通
ぜ

ざ
る
が
故
に
と
あ
ら
ば
、
吾
人
は
彼
の
非
改
革
派
と
共
に
其
非
な
る

を
信
じ
、
更
め
て
國
詩
の
必
要
を
辨
ぜ
ん
と
欲
す
。	

�

　

之
を
要
す
る
に
、
吾
人
は
支
那
詩
を
も
て
詩
想
の
一
大
寶
藏
な
り

と
信
じ
、
永
く
我
國
に
榮
え
ん
こ
と
を
願
ふ
と
同
時
に
、
支
那
詩
の

改
革
は
形
式
の
上
に
於
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
思
想
の
上
に
於
て
行
は

れ
ん
こ
と
を
望
み
、
敢
て
其
他
を
願
は
ざ
る
も
の
な
り
。

�

（「
漢
詩
改
革
家
」、『
早
稲
田
文
學
』
第
七
號
、
一
八
九
二
、
一
）

　

押
韻
や
平
仄
等
の
詩
歌
の
格
律
を
廢
除
す
る
こ
と
を
大
膽
に
提
唱

す
る
と
同
時
に
、「
漢
詩
改
革
」
に
お
い
て
中
國
よ
り
も
「
先
だ
ち

て
第
一
鞭
を
着
け
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
し
て
も
し
も
「
本

國
を
淩
ぐ
」
こ
と
が
叶
え
ば
、「
我
國
民
の
名
譽
」
で
あ
る
、
と
い

う
野
心
に
燃
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
漢
詩
の
「
形
式
」
を
改

革
す
る
必
要
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
漢
詩
の
「
思
想
」
を
改
革
す

る
こ
と
が
よ
り
重
要
に
な
る
。
こ
こ
に
引
い
た
二
つ
の
文
章
に
は
署

名
が
無
い
が
、
作
者
を
漢
詩
人
で
あ
る
大
江
敬
香
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
大
江
敬
香
は
最
も
早
く
西
洋
詩
を
漢
詩
に
翻
譯
し
よ
う
と

し
た
先
驅
者
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
學
術
的
な
敏
感
さ
と
先
取
の
意

識
を
備
え
て
い
た
の
も
、
ま
こ
と
に
故
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

大
江
の
こ
れ
ら
の
言
論
も
世
間
を
驚
か
し
た
と
言
え
る
が
、
明
治

期
の
著
名
な
哲
學
者
で
あ
り
漢
詩
人
で
も
あ
る
井
上
哲
次
郎
の
發
言

は
、
そ
れ
以
上
に
人
の
耳
目
を
驚
か
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
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井
上
哲
次
郎
「
詩
歌
改
良
の
方
針
」
に
言
う
。

　

若
し
我
邦
の
詩
人
が
改
良
進
歩
の
念
を
抱
き
、
新
格
を
開
き
、
創

躰
を
始
め
、
現
今
の
如
く
己
れ
の
腦
力
を
機
械
的
に
消
耗
せ
ず
し
て
、

更
に
原
造
力
を
養
成
す
る
こ
と
を
務
め
ば
、
或
は
支
那
文
学
史
上
に

大
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
し
と
も
言
ひ
難
き
な
り
。（
中
略
）
少
年

の
學
生
た
る
も
の
、
決
し
て
此
の
如
き
希
望
な
き
無
用
の
業
に
從
事

す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
試
に
思
へ
。
假
令
ひ
小
詩
短
篇
を
一
萬
首
乃
至

一
億
首
作
り
た
り
と
も
、
如
何
程
の
結
果
を
生
ず
べ
き
か
。
何
等
の

影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
か
。
壯
快
な
る
希
望
は
絶
え
て
之
れ
な
し
と
謂

は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
但
々
新
奇
の
詩
格
を
起
し
、
文
學
上
に

一
大
改
良
を
加
へ
、
支
那
人
を
し
て
依
準
せ
し
む
る
こ
と
を
務
め
ば
、

或
は
絶
大
の
功
を
奏
す
べ
き
こ
と
も
あ
ら
ん
。

�

（『
國
民
之
友
』
第
一
七
九
號
、
一
八
九
三
）

　

彼
は
「
新
奇
の
詩
格
」
を
創
造
し
、「
一
大
改
良
」
を
爲
し
、
更

に
中
國
人
に
も
そ
の
規
則
に
「
依
準
」
さ
せ
、
日
中
間
漢
詩
二
千
年

来
の
交
流
史
に
お
け
る
教
師
と
生
徒
の
關
係
を
完
全
に
逆
轉
さ
せ
よ

う
と
し
た
。
江
戶
後
期
の
賴
山
陽
を
代
表
と
す
る
日
本
漢
詩
人
が
、

中
國
の
文
人
と
平
等
に
對
話
す
る
こ
と
を
切
に
求
め
た
の
に
比
べ
る

と
、
大
き
く
前
に
進
ん
で
い
る
。

　

簡
單
に
言
え
ば
、
維
新
の
時
期
即
ち
西
洋
化
の
時
代
に
、
傳
統
的

な
漢
詩
は
窮
地
に
陥
っ
て
お
り
、
變
革
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
明
治
期
の
文
人
や
學
者
は
既
に
明
確
に
認
識
し
て
お

り
、
あ
た
か
も
壯
士
自
ら
腕
を
斷
つ
よ
う
な
類
の
様
々
な
劇
藥
を
処

方
し
、
漢
詩
と
い
う
滿
身
瘡
痍
の
朽
木
を
救
お
う
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
梁
啟
超
の
「
詩
界
革
命
」
も
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の

と
見
え
る
。

　

問
題
は
、
梁
啟
超
は
こ
れ
ら
の
自
分
よ
り
も
遙
か
に
先
行
す
る
言

說
を
知
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四　

梁
啓
超
と
の
接
點

　

こ
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
が
、
本
稿
の
最
大
の
難
所
で
あ
る
。
冒

頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
梁
啟
超
は
「
詩
界
革
命
」
の
主
張
が
日
本
か

ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
明
言
し
て
は
い
な
い
。「
本
人
の

自
供
」
と
い
う
直
接
の
證
據
が
無
い
以
上
、
力
を
盡
く
し
て
間
接
的

な
證
據
を
集
め
、
困
難
を
承
知
で
包
圍
し
て
い
く
し
か
な
い
。
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ま
ず
は
、
梁
啟
超
が
日
本
語
書
籍
や
刊
行
物
に
對
し
熱
烈
な
興
味

を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
、
繼
續
的
に
大
量
に
閱
讀
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
彼
は
日
本
に
亡
命
す
る
船
上
で
、
獨
學
で
「
和
文
漢
讀
法
」

を
習
得
し
、
後
に
そ
の
專
門
書
ま
で
出
版
し
て
い
る
。
日
本
の
地
を

踏
ん
だ
後
、
彼
は
更
に
貪
る
よ
う
に
廣
範
に
渉
る
日
本
語
の
讀
物
を

涉
獵
し
、
自
ら
「
每
日
閱
日
本
報
紙
、
於
日
本
政
界
學
界
之
事
、
相

習
相
忘
、
幾
於
如
己
國
然
（
每
日
日
本
の
報
紙
を
閱
し
、
日
本
の
政
界
、

學
界
の
事
、
相
習
い
相
忘
れ
、
幾
於
ど
己
國
の
如
く
然
り
）」
と
言
う
よ
う

に
、
過
去
の
新
聞
や
雜
誌
で
あ
っ
て
も
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

　

梁
啓
超
「
祈
戰
死
」

　

日
本
國
俗
與
中
國
國
俗
有
大
相
異
者
一
端
、
曰
尚
武
與
右
文
是
也
。

中
國
歷
代
詩
歌
皆
言
從
軍
苦
、
日
本
之
詩
歌
無
不
言
從
軍
樂
。
吾
嘗

見
甲
午
乙
未
間
、
日
本
報
章
所
載
贈
人
從
軍
詩
、
皆
祝
其
勿
生
還
者

也
。

　

日
本
國
俗　

中
國
國
俗
と
大
い
に
相
い
異
な
る
有
る
者
の
一
端
、

曰
く
尚
武
と
右
文
是
な
り
。
中
國
歷
代
の
詩
歌　

皆
從
軍
の
苦
を
言

う
に
、
日
本
の
詩
歌　

從
軍
の
樂
を
言
は
ざ
る
無
し
。
吾　

嘗
て
甲

午
乙
未
の
間
を
見
る
に
、
日
本
の
報
章
の
載
す
る
所
の
人
の
從
軍
す

る
に
贈
る
詩
は
、
皆　

其
れ
生
還
す
る
勿
き
を
祝
す
る
者
な
り
。

�

（『
淸
議
報
』
三
十
二
册
、
一
八
九
九
）

　

「
甲
午
乙
未
（
一
八
九
四
、
一
八
九
五
）
の
間
を
見
る
に
、
日
本
の

報
章
の
載
す
る
所
の
人
の
從
軍
す
る
に
贈
る
詩
」
と
い
う
言
葉
は
、

彼
が
日
本
に
赴
く
前
に
出
版
さ
れ
て
い
た
新
聞
を
閱
讀
し
て
い
た
の

み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
揭
載
さ
れ
た
漢
詩
に
も
留
意
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
先
に
引
い
た
漢
詩
改
革
に
關
す
る
論
述

に
も
目
を
通
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
「
尚
武
」
の
說
に

つ
い
て
も
、
先
に
引
用
し
た
蔡
鍔
、
黃
遵
憲
の
從
軍
樂
を
鼓
吹
す
る

詩
文
と
互
い
に
裏
付
け
合
う
。

　

次
に
、
梁
啟
超
が
漢
詩
改
革
の
唱
導
者
と
個
人
的
な
交
流
が
あ
り
、

關
連
す
る
文
書
を
閱
讀
し
た
體
驗
も
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼

が
大
江
敬
香
と
面
識
が
有
っ
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
井
上

哲
次
郎
と
は
確
實
に
往
來
が
有
っ
た
。

　

一
八
九
九
年
五
月
十
三
日
、
富
士
見
軒
で
開
催
さ
れ
た
哲
學
會
春

⑧
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期
例
會
で
梁
啓
超
は
「
支
那
宗
教
改
革
論
の
朗
讀
」
を
お
こ
な
っ
た
。

出
席
者
は
、
加
藤
弘
之
會
長
、
重
野
安
繹
、
井
上
哲
次
郎
、
三
宅
雄

二
郎
、
姉
崎
正
治
ら
二
十
余
名
。

�

（
島
田
虔
次
編
譯
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』）

　

無
論
、
梁
啟
超
が
井
上
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

漢
詩
の
改
革
に
つ
い
て
話
題
に
し
た
と
は
限
ら
な
い
。「
日
本
之
有

今
日
、
蓋
學
者
之
功
最
高
（
日
本
の
今
日
有
る
は
、
蓋
し
學
者
の
功
最
も

高
し
）」
と
い
い
、
梁
啟
超
は
よ
り
多
く
文
章
の
閱
讀
を
通
し
て
、

そ
の
人
を
知
り
、
そ
の
說
を
吸
收
し
た
。
そ
の
他
の
明
治
時
代
の
思

想
的
大
家
の
發
言
を
見
て
み
よ
う
。

　

徳
富
蘇
峰

：

　

此
ノ
如
ク
平
民
主
義
ノ
運
動
ハ
政
治
ノ
世
界
ヲ
一
變
セ
ン
ト
ス
ル

ニ
止
ラ
ス
。
宗
教
上
ニ
モ
、
經
濟
上
ニ
モ
、
文
學
上
ニ
モ
、
學
藝
上

ニ
モ
、
技
術
上
ニ
モ
、
或
ハ
人
類
ノ
社
交
上
ニ
モ
、
其
感
情
、
思
想
、

議
論
上
ニ
モ
其
他
ノ
人
事
ノ
現
象
ノ
ア
ラ
ン
限
リ
ハ
恰
モ
地
球
ノ
表

面
ニ
空
氣
ノ
充
滿
セ
サ
ル
所
ナ
キ
カ
如
ク
到
ル
所
…
…
皆
平
民
的
ノ

現
象
ナ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
。

�

（『
將
来
之
日
本
』、
一
八
八
六
）

　

吾
人
ハ
諸
君
ト
共
ニ
此
ノ
第
十
九
世
紀
宇
内
文
明
ノ
大
気
運
ニ
頼

テ
我
国
ノ
時
勢
ヲ
一
変
シ
。
以
テ
智
識
世
界
第
二
革
命
ヲ
成
就
セ
ン

ト
欲
ス
。

�

（『
新
日
本
之
靑
年
』、
一
八
八
七
）

　

こ
こ
で
は
漢
詩
に
言
及
し
て
は
い
な
い
が
、
德
富
蘇
峰
の
「
智
識

世
界
第
二
革
命
」
に
關
す
る
提
唱
と
呼
び
か
け
に
つ
い
て
は
、
梁
啟

超
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

（
一
八
九
九
年
十
二
月
）
二
十
八
日
（
中
略
）
余
既
戒
爲
詩
、
乃
日

以
讀
書
消
遣
。
讀
德
富
蘇
峰
所
著
『
將
來
之
日
本
』、
及
國
民
叢
書

數
種
。
德
富
氏
爲
日
本
三
大
新
聞
主
筆
之
一
、
其
文
雄
放
雋
快
、
善

以
歐
西
文
思
入
日
本
文
、
實
爲
文
界
別
開
一
生
面
者
、
余
甚
愛
之
。

中
國
若
有
文
界
革
命
、
當
亦
不
可
不
起
點
於
是
也
。
蘇
峰
在
日
本
鼓

吹
平
民
主
義
甚
有
功
、
又
不
僅
以
文
豪
者
。

⑨
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（
一
八
九
九
年
十
二
月
）
二
十
八
日
（
中
略
）
余　

既
に
詩
を
爲
る

を
戒
め
、
乃
ち
日
び
讀
書
を
以
て
消
遣
す
。
德
富
蘇
峰
の
著
す
所
の

『
將
來
之
日
本
』、
及
び
國
民
叢
書
數
種
を
讀
む
。
德
富
氏
は
日
本

三
大
新
聞
主
筆
の
一
爲
り
、
其
の
文　

雄
放
雋
快
、
善
く
歐
西
の
文

思
を
以
て
日
本
の
文
に
入
れ
、
實
に
文
界
の
別
に
一
生
面
を
開
く
者

爲
り
、
余　

甚
だ
之
を
愛
す
。
中
國
に
若
し
文
界
革
命
有
ら
ば
、
當

に
亦
た
是
に
起
點
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
蘇
峰　

日
本
に
在
り

て
平
民
主
義
を
鼓
吹
す
る
に
甚
だ
功
有
り
、
又
た
僅
か
に
文
を
以
て

豪
す
る
者
な
ら
ず
。

�

（「
汗
漫
録
」、『
淸
議
報
』
三
十
五
冊
、
一
九
〇
〇
）

　

注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
文
章
が
先
に
引
用
し
た
梁
啟
超

の
「
詩
界
革
命
」
に
關
す
る
論
述
の
三
日
後
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
以
下
に
、
明
治
期
の
別
の
思
想
的
大
家
の
發
言
を
見
て

み
よ
う
。

　

中
江
兆
民

：

　

「
漢
詩
革
新
の
一
法
」
余
、
佛
の
コ
ル
ネ
イ
ユ
の
シ
ー
ド
、
シ
ン

ナ
ー
、
ラ
シ
ン
ヌ
の
ア
タ
リ
ー
、
イ
フ
イ
ジ
エ
ニ
ー
、
近
時
ユ
ゴ
ー

の
諸
作
を
読
み
て
、
以
爲
ら
く
漢
詩
に
於
て
も
亦
此
種
の
作
を
規
撫

し
て
之
を
出
す
と
き
は
、
大
に
人
耳
目
を
新
に
す
る
を
得
ん
、
但
此

時
に
在
て
字
句
の
雅
醇
な
る
を
得
る
こ
と
極
て
難
か
る
可
し
、
槐
南
、

寧
齋
、
種
竹
の
諸
子
と
謀
ら
ん
と
欲
せ
し
も
竟
に
果
さ
ず
、
此
等
大

家
の
筆
を
以
て
変
化
を
圖
る
と
き
は
、
其
功
必
ず
大
に
觀
る
可
き
者

有
ら
ん
。

�

（『
一
年
有
半
』、
一
九
〇
〇
、
十
～
一
九
〇
一
、
三
）

　

中
江
兆
民
は
梁
啟
超
に
對
し
、
深
い
「
學
恩
」
が
有
っ
た
と
言
え

る
。
梁
啓
超
が
主
催
し
た
『
新
民
叢
報
』
の
「
學
説
欄
」
に
お
け
る

ベ
ー
コ
ン
、
デ
カ
ル
ト
の
紹
介
（
一
九
〇
二
）
は
、
中
江
兆
民
が
翻

譯
、
編
集
し
た
『
理
學
沿
革
史
』（
一
八
八
六
）
を
譯
し
た
も
の
だ
っ

た
。
ま
た
、『
新
中
國
未
来
記
』（
一
九
〇
二
）
は
、
中
江
兆
民
の

『
三
醉
人
經
綸
問
答
』（
一
八
八
七
）
を
參
照
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

中
江
兆
民
の
『
一
年
有
半
』
は
梁
啟
超
が
「
詩
界
革
命
」
を
提
唱
し

た
後
に
出
版
さ
れ
た
と
は
い
え
、
彼
が
西
洋
の
詩
を
翻
譯
し
て
「
漢

詩
革
新
」
の
參
考
に
す
べ
き
主
張
は
、
實
際
に
明
治
の
「
文
明
開
化
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新
詩
」
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
前
、
中
村
敬
宇
、

末
松
青
萍
、
森
鷗
外
、
和
田
垣
、
內
田
遠
湖
、
お
よ
び
前
述
の
大
江

敬
香
ら
が
、
漢
詩
の
形
式
に
よ
っ
て
西
洋
の
詩
を
翻
譯
し
よ
う
と
い

う
積
極
的
な
試
み
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
種
の
「
他
山
の
石
、
以
て

玉
を
攻
む
べ
し
」
と
い
う
時
代
の
風
潮
は
、
梁
啟
超
に
啟
發
を
與
え

た
と
思
わ
れ
る
。
一
年
後
、
梁
啟
超
の
「
譯
詩
」
が
世
に
出
た
が
、

そ
の
詩
體
は
漢
詩
で
は
な
く
、
こ
の
時
彼
が
黃
遵
憲
と
共
に
注
目
し

て
い
た
「
新
體
」
の
自
由
詩
で
あ
っ
た
。

　

梁
啓
超
は
バ
イ
ロ
ン
の
「
グ
レ
シ
ア
の
諸
島
」
の
第
一
節
を
譯
し

て
い
る
。

　
　

咳
、
希
臘
啊
、
希
臘
啊
。

　
　

你
本
是
平
和
時
代
的
愛
嬌
、

　
　

你
本
是
戰
爭
時
代
的
天
驕
。

　
　
「
撒
芷
波
」
歌
聲
高
、
女
詩
人
熱
情
好
。

　
　

更
有
那
「
德
羅
士
」「
菲
波
士
」（
兩
神
名
）
榮
光
常
照
。

　
　

此
地
是
藝
文
舊
壘
、
技
術
中
潮
、
即
今
在
否
。

　
　

算
除
卻
太
陽
光
線
、
萬
般
沒
了
。

�

（『
新
中
國
未
來
記
』、
一
九
〇
二
）

　

梁
啟
超
は
『
新
中
國
未
來
記
』
の
中
で
特
に
バ
イ
ロ
ン
の
英
語
の

原
文
を
抄
錄
し
て
お
り
、
恰
も
「
一
次
資
料
」
か
ら
直
接
に
採
用
し

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
實
際
に
は
そ
う
で
は
な
く
、
バ
イ
ロ
ン
と
彼

の
間
に
は
も
う
一
つ
、
日
本
語
翻
譯
の
「
仲
介
」
が
有
っ
た
は
ず
で

あ
る
。

　

木
村
鷹
太
郎
譯

：

　
　

嗚
呼
グ
レ
シ
ア
の
諸
島
、
嗚
呼
グ
レ
シ
ア
の
諸
島
。

　
　

此
地
は
熱
情
な
る
女
詩
人
サ
ツ
ポ
ー
の
戀
を
爲
し
又
た
歌
ひ
た�

　
　

る
所
。

　
　

此
地
は
戰
争
及
平
和
の
技
術
の
發
達
し
た
る
所
。

　
　

此
地
は
ド
ロ
ス
及
び
フ
オ
イ
ポ
ス
諸
神
の
榮
え
た
る
所
。

　
　

と
こ
し
へ
の
夏
は
今
も
尚
ほ
此
地
を
飾
る
と
雖
、

　
　

た
だ
其
太
陽
を
除
き
て
は
、
萬
事
凡
て
没
し
去
れ
り
。

�

（『
バ
イ
ロ
ン

：

文
界
之
大
魔
王
』、
一
九
〇
二
）
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對
比
し
て
み
る
と
、
梁
啟
超
の
譯
は
木
村
譯
に
追
隨
し
て
い
る
と

言
え
る
。
こ
の
時
代
、
こ
の
類
い
の
「
剽
竊
」
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
、

罪
に
問
う
べ
き
で
は
な
い
が
、
梁
啟
超
の
「
詩
界
革
命
」
の
具
體
的

な
創
作
實
踐
の
作
と
し
て
は
、
我
々
は
な
お
關
心
を
持
っ
て
お
く
必

要
が
有
る
。

　

明
治
期
の
漢
詩
壇
に
お
い
て
、
前
に
引
い
た
大
江
、
井
上
ら
の
專

論
の
他
に
も
、
漢
詩
改
革
に
關
す
る
類
似
し
た
言
い
方
を
時
折
目
に

す
る
。
當
時
の
普
遍
的
な
「
共
通
認
識
」
で
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
よ

う
。

　

小
野
湖
山
は
松
岡
毅
軒
「
上
野
公
園
博
覽
會
開
場
…
…
」
詩
を
評

し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

事
新
、
則
字
面
亦
不
得
不
新
。
能
用
新
字
面
以
作
穩
雅
詩
、
非
毅

軒
翁
決
不
能
也
。

　

事　

新
た
な
れ
ば
、
則
ち
字
面
も
亦
た
新
た
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。

能
く
新
た
な
る
字
面
を
用
い
て
以
て
穩
雅
な
る
詩
を
作
る
は
、
毅
軒

翁
に
非
ず
ん
ば
決
し
て
能
わ
ざ
る
な
り
。

�

（『
新
文
詩
』
二
十
一
集
、
一
八
七
七
）

　

宮
崎
津
城
は
井
上
哲
次
郎
「
孝
女
白
菊
詩
」
を
評
し
て
言
う
。

　

井
兄
此
篇
、
取
泰
西
詩
意
、
出
以
漢
土
文
字
、
在
本
邦
實
屬
剏
體
、

亦
可
謂
能
變
者
矣
。

　

井
兄
の
此
の
篇
、
泰
西
の
詩
意
を
取
り
、
出
だ
す
に
漢
土
の
文
字

を
以
て
し
、
本
邦
に
在
り
て
は
實
に
剏
體
に
屬
し
、
亦
た
能
く
變
ず

る
者
と
謂
う
べ
し
。

�

（『
巽
軒
詩
鈔
』
巻
下
、
一
八
九
〇
）

　

試
み
に
陳
三
立
と
梁
啟
超
の
、
黃
遵
憲
の
名
作
「
今
別
離
」
四
首

に
對
す
る
贊
語
を
比
較
し
て
み
る
。

　

以
至
思
而
抒
通
情
、
以
新
事
而
合
舊
格
、
質
古
淵
茂
、
隱
惻
纏
綿
、

蓋
闢
古
人
未
曾
有
之
境
、
爲
今
人
不
可
少
之
詩
，
作
者
神
通
至
此
、

殆
是
天
授
。

　

至
思
を
以
て
而
し
て
通
情
を
抒
べ
、
新
事
を
以
て
而
し
て
舊
格
に

合
わ
せ
、
質
古
淵
茂
、
隱
惻
纏
綿
と
し
て
、
蓋
し
古
人
の
未
だ
曾
て

有
ら
ざ
る
の
境
を
闢
き
、
今
人
の
少
く
べ
か
ら
ざ
る
の
詩
と
爲
り
、

作
者
の
神
通　

此
に
至
り
、
殆
ど
是
れ
天
授
な
り
。



─ 49 ─

清
末
「
詩
界
革
命
」
起
源
の
再
検
討
（
蔡
）

�

（
陳
三
立
の
語
、
錢
仲
聯
『
人
境
廬
詩
草
箋
註
』
卷
六
に
引
く
）

　

近
世
詩
人
、
能
熔
鑄
新
理
想
以
入
舊
風
格
者
、
當
推
黃
公
度
。

…
…
黃
公
度
集
中
名
篇
不
少
、
至
其
今
別
離
四
章
、
度
曾
讀
黃
集
者
、

無
不
首
記
誦
之
。
陳
伯
嚴
推
爲
千
年
絕
作
、
殆
公
論
矣
。
余
嚮
者
每

章
能
舉
其
數
聯
、
顧
迄
不
能
全
體
成
誦
，
憤
恨
無
任
。
季
廉
不
知
從

何
處
得
其
副
本
、
寫
以
見
寄
、
開
緘
不
自
知
其
距
躍
三
百
也
。
亟
爲

流
通
之
於
人
間
世
、
吾
以
是
因
緣
、
以
是
功
德
、
冀
生
詩
界
天
國
。

　

近
世
の
詩
人
、
能
く
新
理
想
を
熔
鑄
し
て
以
て
舊
風
格
に
入
る
者

は
、
當
に
黃
公
度
を
推
す
べ
し
。
…
…
黃
公
度
集
中
名
篇
少
な
か
ら

ず
、
其
の
今
別
離
四
章
に
至
り
て
は
、
度
る
に
曾
て
黃
集
を
讀
む
者

は
、
首
に
之
を
記
誦
せ
ざ
る
無
し
。
陳
伯
嚴
推
し
て
千
年
の
絕
作
と

爲
す
、
殆
ど
公
論
な
り
。
余　

嚮
者　

每
章
能
く
其
の
數
聯
を
舉
げ
、

顧
る
に
迄
に
能
く
全
體
の
成
誦
を
せ
ざ
る
は
、
憤
恨
任
う
る
無
し
。

季
廉　

知
ら
ず
何
處
よ
り
其
の
副
本
を
得
る
か
、
寫
し
て
以
て
寄
せ

ら
れ
、
開
緘　

自
ら
知
ら
ず　

其
の
距
躍
三
百
な
り
。
亟
め
て
之
を

人
間
世
に
流
通
す
る
は
、
吾
是
を
以
て
因
緣
と
し
、
是
を
以
て
功
德

と
し
、
冀
わ
く
は
詩
界
の
天
國
に
生
ま
れ
ん
。

�

（
梁
啓
超
『
飲
冰
室
詩
話
』）

　

陳
三
立
、
梁
啟
超
が
「
抄
襲
」
し
た
と
は
斷
言
で
き
な
い
が
、
西

洋
文
明
の
潮
流
が
巻
き
起
こ
っ
て
來
て
い
る
時
代
に
、
日
中
兩
國
の

漢
字
文
化
の
子
孫
達
が
傳
統
を
護
る
た
め
に
出
し
た
處
方
箋
が
、
な

ん
と
こ
ん
な
に
も
期
せ
ず
し
て
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
意
味
深
長
で
あ
る
。

　

以
上
、
主
に
梁
啟
超
の
「
詩
界
革
命
」
理
論
の
來
源
に
つ
い
て
探

求
し
て
き
た
が
、
以
下
で
は
二
つ
の
創
作
的
實
例
を
見
て
み
よ
う
。

　

成
島
柳
北
「
大
和
魂
─
─
憫
無
獨
立
心
者
也
」

　

大
和
魂
、
大
和
魂
、
魂
已
失
果
唯
口
言
。
人
間
竟
畢
貴
獨
立
、
洋

東
西
何
足
論
、
奴
隸
根
性
卑
屈
主
義
。
其
人
毫
無
獨
立
志
、
自
稱
我

有
大
和
魂
。
魂
也
有
靈
必
大
恚
、
嚙
人
脛
貰
人
金
、
改
己
說
變
己
心
。

面
皮
如
鐵
欲
瞞
世
、
智
慧
何
淺
慾
何
深
。
汝
若
不
能
食
汝
力
、
宜
折

汝
筆
棄
汝
墨
。
欲
爲
役
人
爲
役
人
、
欲
爲
乞
食
爲
乞
食
。
鷺
自
是
鷺

鴉
自
鴉
、
休
在
中
間
摺
胡
麻
。
世
上
豈
無
照
魔
鏡
、
分
明
照
見
正
與

邪
。
吾
採
富
士
千
秋
雪
、
濺
汝
頭
腦
洗
汗
血
。
嗚
呼
大
和
魂
即
獨
立
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心
、
嗚
呼
大
和
魂
即
自
由
說
。

　

大
和
魂
、
大
和
魂
、
魂
已
に
失
い
果
て
唯
だ
口
に
言
う
。
人
間　

竟
畢
獨
立
を
貴
ぶ
、
洋
の
東
西　

何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
、
奴
隸
根

性
卑
屈
主
義
。
其
の
人
毫
も
獨
立
の
志
無
く
、
自
ら
稱
す
我
に
大
和

魂
有
り
と
。
魂
也
た
靈
有
ら
ば
必
ず
大
い
に
恚
ら
ん
、
人
の
脛
を
嚙

み
人
の
金
を
貰
い
、
己
の
説
を
改
め
己
の
心
を
變
ず
る
。
面
皮　

鐵

の
如
く
世
を
瞞
か
ん
と
欲
し
、
智
慧
何
ぞ
淺
く
慾
何
ぞ
深
し
。
汝
若

し
能
く
汝
の
力
に
食
ま
ざ
れ
ば
、
宜
し
く
汝
の
筆
を
折
り
汝
の
墨
を

棄
つ
べ
し
。
役
人
爲
る
を
欲
す
れ
ば
役
人
爲
り
、
乞
食
爲
る
を
欲
す

れ
ば
乞
食
爲
れ
。
鷺
は
自
か
ら
是
れ
鷺　

鴉
は
自
か
ら
鴉
、
中
間
に

在
り
て
胡
麻
を
摺
る
を
休
め
よ
。
世
上
豈
に
照
魔
鏡
無
く
、
分
明
に

正
と
邪
を
照
見
せ
ん
。
吾　

富
士
千
秋
の
雪
を
採
り
、
汝
の
頭
腦
を

濺
ぎ
汗
血
を
洗
わ
ん
。
嗚
呼　

大
和
魂
即
ち
獨
立
の
心
、
嗚
呼　

大

和
魂
即
ち
自
由
の
說
。

�

（
三
木
貞
一
『
古
今
狂
詩
大
全
』
所
収
、
一
八
九
〇
）

　

梁
啓
超
「
志
未
酬
」

　

志
未
酬
、
志
未
酬
、
問
君
之
志
幾
時
酬
。
志
亦
無
盡
量
、
酬
亦
無

盡
時
。
世
界
進
步
靡
有
止
期
、
吾
之
希
望
亦
靡
有
止
期
。
衆
生
苦
惱

不
斷
如
亂
絲
、
吾
之
悲
憫
亦
不
斷
如
亂
絲
。
登
高
山
復
有
高
山
、
出

瀛
海
更
有
瀛
海
。
任
龍
騰
虎
躍
以
度
此
百
年
兮
、
所
成
就
其
能
幾
許
。

雖
成
少
許
、
不
敢
自
輕
。
不
有
少
許
兮
、
多
許
奚
自
生
。
但
望
前
途

之
宏
廓
而
寥
遠
兮
、
其
孰
能
無
感
於
余
情
。
吁
嗟
乎
男
兒
志
兮
天
下

事
、
但
有
進
兮
不
有
止
、
言
志
已
酬
便
無
志
。

　

志
未
だ
酬
い
ら
れ
ず
、
志
未
だ
酬
い
ら
れ
ず
、
問
う　

君
の
志
幾

時
酬
い
ら
る
る
や
。
志
も
亦
た
無
盡
の
量
、
酬
い
ら
る
る
こ
と
も
亦

た
無
盡
の
時
。
世
界
の
進
步　

止
期
有
る
靡
く
、
吾
の
希
望
も
亦
た

止
期
有
る
靡
し
。
衆
生
の
苦
惱
は
斷
え
ず
亂
絲
の
如
く
、
吾
の
悲
憫

も
亦
た
斷
え
ず
亂
絲
の
如
し
。
高
山
に
登
ら
ば
復
た
高
山
有
り
、
瀛

海
を
出
づ
れ
ば
更
に
瀛
海
有
り
。
龍
騰
虎
躍
に
任
せ
て
以
て
此
の
百

年
を
度
る
、
成
就
す
る
所
其
れ
能
く
幾
許
ぞ
。
少
許
を
成
す
と
雖
も
、

敢
え
て
自
ら
輕
ん
じ
ず
。
少
許
有
ら
ず
ん
ば
、
多
許
奚
ぞ
自
ら
生
じ

ん
。
但
だ
前
途
の
宏
廓
に
し
て
寥
遠
た
る
を
望
み
、
其
れ
孰
ぞ
能
く

余
の
情
に
感
ず
る
無
き
。
吁
嗟
乎　

男
兒
の
志
や
天
下
の
事
、
但
だ

進
む
有
り
て
止
む
有
ら
ず
、
志
已
に
酬
い
ら
る
と
言
う
は
便
ち
志
無

し
。
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�

（『
淸
議
報
』
一
〇
〇
册
、
一
九
〇
一
）

　

無
論
梁
啟
超
が
成
島
柳
北
を
模
仿
し
た
な
ど
と
非
難
す
る
こ
と
は

決
し
て
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は
唐
代
の
白
居
易
『
新
樂

府
』
か
ら
既
に
あ
る
も
の
だ
。
し
か
し
「
新
語
」
を
使
い
、
詩
格
を

無
視
す
る
と
い
う
作
法
に
お
い
て
、
兩
者
は
殆
ど
同
じ
流
れ
を
汲
ん

で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
に
か
け
て
、

日
中
の
漢
詩
壇
に
共
通
す
る
革
新
の
構
想
と
價
值
觀
の
傾
向
が
有
っ

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
兩
者
間
の
相
互
の
關
聯
は
、
重
視
す
る
に

值
す
る
。

五　

明
言
を
避
け
た
原
因

　

も
し
も
上
述
の
よ
う
に
黃
遵
憲
、
梁
啟
超
が
明
治
期
の
「
文
明
開

化
新
詩
」
と
「
漢
詩
改
革
」
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
推
論
が

成
り
立
つ
な
ら
ば
、
次
の
疑
問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
、

彼
ら
自
身
は
一
言
も
直
接
言
明
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

ま
ず
黃
遵
憲
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
以
前
に
拙
作
「
黃
遵
憲
と
日

本
漢
詩
」
で
分
析
を
加
え
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
原
因
は

主
に
黃
遵
憲
の
周
邊
に
は
「
文
明
開
化
新
詩
」
に
対
し
て
排
斥
す
る

態
度
を
取
る
保
守
的
な
文
人
が
多
く
、
ま
た
彼
自
身
「
本
場
」
か
ら

来
た
中
華
の
正
統
文
化
の
代
辯
者
と
し
て
、
日
本
人
の
目
の
前
で
こ

う
し
た
「
奇
句
淫
詞
」
を
稱
賞
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

漢
詩
と
無
縁
の
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
か
ら
は
、
明
ら
か
に
こ
う
し
た

懸
念
が
無
く
な
っ
た
た
め
に
、「
今
別
離
」
の
よ
う
な
「
千
年
の
絕

作
」
を
書
き
著
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
黃
遵
憲
が

自
身
が
日
本
滯
在
中
に
受
け
た
啟
發
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し
な
か
っ

た
、
そ
の
原
因
は
も
し
か
す
る
と
梁
啟
超
と
概
ね
近
い
か
も
知
れ
な

い
。

　

言
う
を
憚
る
必
要
も
無
く
、
梁
啟
超
は
日
本
に
赴
い
て
か
ら
、
明

治
維
新
の
獲
得
し
た
普
遍
的
な
社
會
の
進
步
を
見
、
お
お
い
に
震
撼

し
、
そ
の
た
め
日
本
の
様
々
な
新
思
潮
を
素
直
に
心
か
ら
、
し
か
も

全
面
的
に
受
け
入
れ
た
。
な
ら
ば
、
梁
啟
超
が
日
本
の
思
想
界
の
自

身
に
與
え
た
其
の
他
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
す
る
時
に
は
殆
ど
あ
り

の
ま
ま
に
語
っ
て
憚
ら
な
い
の
に
、「
詩
界
革
命
」
の
中
の
「
日
本

要
素
」
に
つ
い
て
は
一
言
も
無
く
、
口
を
固
く
噤
ん
で
い
る
の
は
何
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故
な
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
思
う
に
、
恐
ら
く
二
つ
の
原
因
が
有
る
。

　

一
つ
目
は
、
彼
が
日
本
漢
詩
の
水
準
は
ご
く
平
凡
で
あ
る
と
思
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
圍
攻
旅
順
軍
司
令
長
官
乃
木
希
典
將
軍
…
…
日
人
某
爲
三
典

歌
以
頌
之
、
文
曰
、
…
…
詩
雖
平
平
、
然
能
寫
出
日
本
武
士
道
之
氣

概
、
讀
此
而
知
日
人
所
以
享
戰
勝
之
名
譽
者
、
非
偶
然
也
。
故
錄
入

詩
話
。

　

日
本
の
旅
順
を
圍
攻
す
る
軍
の
司
令
長
官
乃
木
希
典
將
軍
…
…
日

人
の
某
は
三
典
歌
を
爲
り
て
以
て
之
を
頌
し
、
文
に
曰
く
、
…
…
詩

は
平
平
と
雖
も
、
然
る
に
能
く
日
本
武
士
道
の
氣
概
を
寫
し
出
し
、

此
れ
を
讀
み
て
日
人
の
戰
勝
の
名
譽
を
享
く
る
所
以
を
知
る
者
は
、

偶
然
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
錄
し
て
詩
話
に
入
る
。

�

（
梁
啓
超
『
飲
冰
室
詩
話
』）

　

『
飲
冰
室
詩
話
』
に
錄
す
る
日
本
人
の
作
品
は
極
め
て
少
な
い
が
、

そ
れ
も
或
い
は
こ
の
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
二
つ
目
の
原
因
は
よ
り

重
要
と
思
わ
れ
、「
中
國
文
學
の
名
譽
」
の
爲
、
も
っ
と
は
っ
き
り

言
え
ば
、
中
國
人
の
面
子
の
爲
で
あ
る
。

　

梁
啓
超
が
『
新
小
説
』
雜
誌
創
刊
の
爲
に
作
っ
た
廣
告
を
見
て
み

よ
う
。

　

本
報
所
登
載
各
篇
、
著
譯
各
半
、
但
一
切
精
心
結
撰
、
務
求
不
損

中
國
文
學
之
名
譽
。

　

本
報
に
登
載
す
る
所
の
各
篇
、
著
譯
各
半
ば
し
、
但
だ
一
切
を
精

心
に
て
結
撰
し
、
務
め
て
中
國
文
學
の
名
譽
を
損
わ
ざ
ら
ん
と
求
む
。

�

（『
新
民
叢
報
』
第
十
四
號
、
一
九
〇
二
）

　

こ
の
後
彼
が
『
新
民
叢
報
』
第
二
十
號
で
『
新
小
說
』
第
一
號
の

出
版
に
つ
い
て
言
及
し
た
時
、
再
度
最
初
の
調
子
を
繰
り
返
し
て
言

う
。「
其
廣
告
有
云
、
務
求
不
損
祖
國
文
學
之
名
譽
。（
其
の
廣
告
に

云
う
有
り
、
務
め
て
祖
國
文
學
の
名
譽
を
損
わ
ざ
ら
ん
と
求
む
と
。）」
梁

啟
超
が
こ
こ
で
指
し
て
い
る
の
は
主
に
は
小
說
の
こ
と
で
あ
る
と
は

い
え
、
彼
は
こ
の
「
中
國
唯
一
の
文
學
報
」
の
中
に
、
既
に
「
新
樂

府
」
專
用
の
欄
を
設
け
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
後
に
黃
遵
憲
の
意

見
を
受
け
入
れ
て
、
出
版
す
る
と
き
に
コ
ラ
ム
を
「
雜
歌
謠
」
に
改
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清
末
「
詩
界
革
命
」
起
源
の
再
検
討
（
蔡
）

題
し
て
お
り
、
漢
詩
に
は
元
々
僅
か
な
場
所
が
割
り
當
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。『
新
小
說
』
第
七
號
「
小
說
叢
話
」
の
中
で
、

彼
は
嘗
て
自
身
と
黃
遵
憲
が
中
國
と
西
洋
の
詩
歌
の
比
較
を
論
じ
、

西
洋
の
詩
歌
に
は
長
大
な
作
品
が
多
く
、
中
國
の
詩
歌
は
相
對
的
に

短
い
と
思
っ
た
が
、
詞
曲
戲
劇
を
廣
義
の
詩
歌
と
し
て
見
た
な
ら
ば
、

篇
幅
の
宏
大
な
も
の
は
い
く
ら
で
も
あ
る
と
し
、
そ
こ
で
自
ら
反
省

し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

既
而
思
之
、
吾
中
國
亦
非
無
此
等
雄
著
可
與
彼
頡
頏
者
。
吾
輩
僅

求
之
於
狹
義
之
詩
、
而
謂
我
詩
僅
如
是
、
其
謗
點
祖
國
文
學
、
罪
不

淺
矣
。

　

既
に
し
て
之
を
思
ふ
に
、
吾
が
中
國
も
亦
た
此
等
雄
著
の
彼
と
頡

頏
す
べ
き
者
無
き
に
非
ず
。
吾
輩　

僅
か
に
之
を
狹
義
の
詩
に
求
め
、

而
し
て
我
が
詩
僅
か
に
是
れ
の
如
し
と
謂
う
、
其
れ
祖
國
の
文
學
を

謗
點
し
、
罪
淺
か
ら
ず
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
梁
啟
超
の
「
中
國
文
學
」、「
祖
國
文
學
」
の
概

念
の
中
で
、
漢
詩
は
疑
い
な
く
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ

を
「
謗
點
」
す
る
こ
と
は
許
せ
ず
、
そ
の
尊
嚴
を
擁
護
す
る
こ
と
は
、

己
の
負
う
べ
き
責
任
で
あ
る
と
自
任
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西

洋
の
近
代
文
明
を
學
ぶ
と
い
う
面
で
は
、
日
本
の
明
治
維
新
は
一
歩

先
を
行
っ
て
お
り
、
中
國
の
有
識
者
が
參
考
と
し
て
倣
う
の
も
當
然

の
道
理
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
本
に
あ
れ
も
こ
れ
も
學
ん
で
構
わ
な

い
が
、
た
だ
漢
詩
を
作
る
こ
と
だ
け
は
學
べ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
「
詩
是
吾
家
事
（
詩
は
是
れ
吾
が
家
の
事
）」（
杜
甫
「
宗
武
生
日
」）

で
あ
り
、「
中
國
文
學
の
名
譽
」
に
關
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
に
引

い
た
大
江
敬
香
の
「
我
國
民
の
名
譽
」
を
聯
想
す
る
と
、
思
わ
ず
會

心
の
笑
み
が
浮
か
ぶ
。「
漢
詩
改
革
」
と
「
詩
界
革
命
」
の
背
後
に

あ
っ
た
日
中
の
爭
い
は
、
實
の
と
こ
ろ
「
名
譽
」
の
爭
い
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
上
に
何
が
有
る
だ
ろ
う
か
。

　

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
清
末
の
「
詩
界
革
命
」
と
明
治
期
の
「
文
明
開

化
新
詩
」
お
よ
び
「
漢
詩
改
革
」
に
は
、
明
ら
か
に
複
雜
に
入
り
組

ん
だ
繋
が
り
が
有
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
論
ず
る
と
こ
ろ
、
現
時
点

で
は
未
だ
前
者
が
後
者
の
影
響
を
受
け
た
と
完
全
に
認
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
當
時
の
日
中
兩
國
の
學
者
達
が
、



中
国
文
学
報
　
第
九
十
四
册

─ 54 ─

漢
詩
の
運
命
に
つ
い
て
共
通
す
る
危
機
感
を
持
ち
、
い
ず
れ
も
改
革

の
方
法
を
考
え
、
新
し
い
時
代
の
要
求
に
適
應
し
よ
う
と
し
て
い
た

と
い
う
歷
史
的
事
實
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
視
野
を
広
げ
、
國

境
を
越
え
、
漢
詩
の
歷
史
の
變
遷
を
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圈
の
枠
組

み
の
中
に
位
置
づ
け
、
多
方
面
か
ら
立
体
的
に
詳
細
な
觀
察
を
行
う

こ
と
も
、
現
今
の
學
界
の
新
し
い
時
代
の
要
求
で
あ
る
。
本
稿
の
問

題
提
起
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

註①　

許
常
安
「
晩
淸
『
詩
界
革
命
』
詩
の
用
語
に
つ
い
て
─
特
に
そ
の
日

本
語
的
な
も
の
─
」、『
斯
文
』
第
四
十
四
號
、
一
九
六
六
年
。

②　
『
中
國
文
學
報
』
第
七
十
一
冊
、
二
〇
〇
六
年
。

③　

梁
啟
超
「
譯
印
政
治
小
說
序
」
に
「
彼
美
、
英
、
德
、
法
、
奧
、
意
、

日
本
各
國
政
界
之
日
進
、
則
政
治
小
說
為
功
最
高
焉
。（
彼
の
美
、
英
、

德
、
法
、
奧
、
意
、
日
本
各
國
政
界
の
日
進
す
る
は
、
則
ち
政
治
小
說

功
最
も
高
し
と
為
す
。）」（『
淸
議
報
』
第
一
冊
（
一
八
九
八
））
と
あ

る
。「
小
說
界
革
命
」
の
正
式
な
提
唱
は
、
そ
の
後
の
「
論
小
說
與
群

治
之
關
係
」（『
新
小
說
』
第
一
號
（
一
九
〇
二
））
に
見
え
る
。

④　

本
文
第
四
章
に
引
く
『
汗
漫
錄
』
參
照
。

⑤　

梁
啟
超
「
贈
別
鄭
秋
蕃
兼
謝
惠
畫
」
詩
に
「
我
昔
倡
議
詩
界
當
革
命
、

狂
論
頗
頷
作
者
頤
。
吾
舌
有
神
筆
有
鬼
、
道
遠
莫
致
徒
自
嗤
。
君
今
革

命
先
畫
界
、
術
無
與
並
功
不
訾
。（
我
昔
詩
界
の
當
に
革
命
す
べ
き
を

倡
議
し
、
狂
論
し
て
頗
る
頷
く
作
者
の
頤
。
吾
が
舌
に
神
有
り
筆
に
鬼

有
り
、
道
遠
く
致
す
と
こ
ろ
莫
く
徒
ら
に
自
ら
嗤
う
。
君
今
革
命
す
る

こ
と
畫
界
を
先
に
し
、
術
與
に
並
ぶ
無
く
功
訾
ら
れ
ず
。）」
と
あ
る
。

『
飲
冰
室
合
集
』
文
集
四
十
五
下
「
詩
集
」
所
収
。

⑥　

黃
遵
憲
「
酬
曾
重
伯
編
修
」
其
二
に
「
廢
君
一
月
官
書
力
、
讀
我
連

篇
新
派
詩
。（
君
の
一
月
の
官
書
力
を
廢
し
、
我
の
連
篇
の
新
派
詩
を

讀
む
。）」（
錢
仲
聯
『
人
境
廬
詩
草
箋
註
』
卷
八
）
と
あ
る
。

⑦　

梁
啟
超
に
は
關
聯
す
る
言
論
が
甚
だ
多
く
、
前
期
の
代
表
作
は
「
破

壞
主
義
」（『
清
議
報
』
第
三
十
冊
（
一
八
九
九
）。
後
『
飲
冰
室
合

集
』
專
集
之
二
に
収
録
）
で
あ
る
。

⑧　
「
汗
漫
錄
」、『
飲
冰
室
合
集
』
専
集
二
十
二
。

⑨　
「
自
由
書
」
附
「
歳
晩
読
書
録
」、『
飲
冰
室
合
集
』
專
集
之
二
。

追
記

：

本
稿
は
平
成
二
十
九
年
度
文
部
科
学
省
科
研
費
基
盤
研
究
（
C
）

「
明
治
の
『
文
明
開
化
新
詩
』
と
清
末
の
『
詩
界
革
命
』
─
─
近
代
日
中

漢
詩
交
流
に
お
け
る
『
逆
輸
入
』
─
─
」（
課
題
番
号17k02433

）
の
成

果
の
一
部
で
あ
る
。


